




























































































































出典：Tanzania, CCO (2004a, May), p.18; Tanzania, CCO (2004b, May), p.18; Tanzania, CCO (2004c, May), p.18; Tanzania, CCO (2004d, May), p.18; 












































































































































は、筆者ならびに 2 人のアシスタントが行い 13、
ライフ・ヒストリーは筆者が聞き取った。
質問票をもとにしたインタビューは、全 5 町
内会から 20 世帯の女性（夫婦世帯の女性から 10




回答を得た 92 名の婚姻状況の詳細は、表 2 の
通りであり、未婚女性 15 人、既婚女性 41 人、離
図 2. タンザニアの 20 州と調査対象地リンディ州
出典：Sakamoto, 2009a: 9 より







Kitongoji MHH FHH 計 MHH FHH 合計
市場周辺 43 45 88 51 7 7 14
Na 77 41 118 35 9 10 19
裁判所周辺 45 22 67 33 8 9 17
小学校周辺 44 20 64 31 9 12 21
Nn 109 23 132 17 11 10 21
合計 318 151 469 32 44 48 92
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2 既婚 40 41+離婚後結婚 1





























2.食料 問題 3.現金 4. 
家畜
5.人を
助ける充足月 頼る人 収入 養育 送金
配偶者との同居 有 有 有 有 有
婚姻経験の有無 有
婚姻現況 （有） 有 有
年齢 ー ー 有 ー ー 有
収入 ー ー ー ー ー ー 有 有








































































とも多いのが寡婦（4 人：40 歳代 1 人、60 歳代 1
人、年齢不明 2 人）であり、その他離婚女性 2 人
（50 歳代、60 歳代 1 人づつ）、既婚女性 2 人（30
歳代 1 人、50 歳代 2 人）、未婚女性 1 人（年齢不
明）、であった。とはいえ、他の寡婦には「10 ～









図 5. 食料不足のとき頼る人の有無 （配偶者との同居別）
注：P=0.007






































































































































































































































































































































































































AIM の姪、MRL は、1978 年、R 村に生まれる。








































































1 個が 100 シルで、売る価格は 200 シル。そこから、
車や乗務員の経費をひく。
商売からの売り上げで 2004 年に、70,000 シル
























































































政府の仕事の過程で、1970 年代中に R 村にた
どり着き、1972 年には、2 子目の FSL が生まれる。
FSL はその後、結婚する。彼女たちは結婚を認め、
婚資を受け取る（金額は覚えていない）が、残金








































1992 年には、同じく平地の畑 1.5 ヘクタールを
60,000 シルで購入する。この畑は、トウモロコシ
の耕作を行っている。





















1980 年には、8 歳で小学校にあがる。7 年生ま
で通い、1986 年には小学校を 14 歳で卒業する。
その後、両親が平地に借りていた田んぼのうち 0.5
エーカーを手伝う。











ともうけた当時 5 歳の長女 MM と 2 歳の長男 AH
も同居し、4 人での生活をはじめた。
低地の田んぼ 1 エーカーを年間 60,000 シルで
借り、山の父親の畑 1 エーカーも耕作している。
夫は農作業を手伝うが、主に妻本人が行っている。
収穫は 3 ～ 4 袋（グニア）程度で、食料が足りな
いことが多い。
1996 年には、第 3 子目の女の子、R が生まれる。
結婚相手とのはじめての子どもである。現在小学
校を卒業後、専門学校で洋裁をならっている。
2002 年には、第 4 子目の男の子、A が生まれる。
現在、勉強中である。
2010 年には、MM が 20 歳でリンディ市で子ど
もを生み、祖母となる。彼女の実家で生活をして
いるが、近いので孫の面倒をみることもある。


































1980 年 1 月 1 日、月曜日に、一人目の子ども
が生まれた。
1982 年 9 月 27 日に、2 人目の男の子が生まれた。
1987 年 10 月 17 日に、3 人目の子どもが生まれ
た。
1997 年か 1998 年頃に、平地に 3/4 エーカー、
森に 1 エーカー、彼女の名義で購入した。
2001 年には 3 人目の子どもが死亡し、2007 年
5 月には、1 人目の子どもがナジモジャの病院に
て肺の病気で死亡した。
2007 年 9 月には、夫と離婚した。お互い合意
して離婚した。ただし、ココナッツの畑や家は夫




























18 歳（1984）のとき、長男 J を出産した。「い
い加減（ovyo）」な結婚の子。父親は、「石鹸」程
度（週に 100 ～ 200 シル）の養育費のみ支払う。
21 歳（1987）で結婚。2 人で畑を借り、耕し、
食べ物など充分にあり、家にもお金があった。22
歳（1988）で次男 M を出産し、24 歳（1990）で




33 歳（1999）、4 子目の女の子 R を出産。彼女
と彼女の父親は、B との結婚を待つが、B にその
意思がないと思い、また 2003 年に SM の父親も
死亡し、彼女は 37 歳にて B との関係を解消した。
市場で紅茶を売る商売をはじめる。
41 歳（2007）、別の既婚男性との 5 人目の女の
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Situation of Female-Headed Households in Matrilineal 
Southeast Tanzania:
Comparison with women in couple households in RZ Village
SAKAMOTO Kumiko
Abstract
The article analyzes the present situation and changes of female-headed households (FHHs) in southeast 
Tanzania, where they lived matri-locally, later disrupted by Ujamaa villagazation. Two methods of research was 
taken within RZ village in 2011: questionnaire interview to 92 women (in FHHs and male headed households), and 
interviews of life histories to six women. 
Through the questionnaire interview, women’s livelihood situations such as food access, cash access, cattle 
ownership, and mutual assistance were analyzed against their situations related to marriage – living with/without 
a spouse, experience of marriage, and their present marital status (unmarried, married, divorced, separated, or 
widowed). Among the 92 women, 41 were married, 3 were separated, 15 were unmarried, 12 were divorced, and 21 
were widowed. Among them, 83 women had children, only 33 of them married. Married women living with their 
spouse had longer periods of accessing food, and had someone to rely on when they lacked food or had a problem. 
Among the FHHs, widowed women were not only among those who had least but also the most access to food, 
whereas divorced women were concentrated to having 7-9 months of food. There was not a statistically significant 
relationship between marital status and income or cattle ownership. However, there was a tendency that the father 
of the child of married women looked over the children, in comparison to FHHs. On the other hand, more FHHs 
received remittances than married women. In terms of mutual assistance, there was no statistically significant 
relationship between marital status and those who help others. In others words, FHHs were not only to be helped but 
also help others, a perspective also confirmed in one of the life histories.
Based on life histories from two widowed women, two married women, one divorced woman, and one 
unmarried woman, the following perspectives were seen. Firstly, on decision of marriage: older women experienced 
bride labor when they lived matri-locally, one of them dismissing the man due to his laziness, after giving birth to his 
child; however, many younger women were unmarried due to the decision of the father of the child. Secondly, while 
the labor of a man is still needed for agricultural purposes, women can live without them making a living through 
the market – a situation underlined by the fact that over half of households were FHHs near the market, while less in 
remote areas. 
（2012 年 6 月 1 日受理）
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